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利用 者 を 中 心 と し た 
新 時 代 の 金融 サー ビス 


金融 行政 の これ まで の 実践 と 今後 の 方 針 ( 令 和 元 事務 年 度 ) に つい て 





令 和 元 年 8 月 金融 店 


利用 者 を 中 心 と し た 新 時 代 の 金融 サー ビス 





の 推進 ス の 向上 金融 シス テム の 安定 の 確保 
時 6 OS > 社会 環境 の 変化 や 多様 な ライ フ プ ラン ・ > 人 口 減 ・ 低 金利 環境 等 の 下 、 金 融 仲介 機能 の 
ヶ デー タ の 利 活用 の 促進 等 の デー タ 戦 略 の ニー ズ に 応じ た 金融 ・ 情 報 リテラ シー を 適切 な 発揮 と 金融 機関 の 健全 性 確保 の 両立 に 
推進 得 ら れる 機会 の 提供 向け 、 的 確 な モニ タリ ング を 実施 
ァ イノ ベー ショ ン に 向け た FinTech 上 2 成 に > 地域 金融 機関 の 経営 理念 や ビジ ネス モデ ル に 
Innovation Hub に よる 情報 収集 ・ 支 援 を SO つい て 対話 ・ 検 証 
機能 の 強化 5 
に > 地域 金融 機関 の ビジ ネス モデ ル 確 立 の た め の 
> 機能 別 ・ 横 断 的 法制 に よる 多様 な 金融 em の 錠 全 な 簡 用 。 環境 整備 に 向け 、 業 務 範 囲 に か か る 規制 緩和 
サー ビス に 向け た イノ ベー ショ ン の 促進 回 と や 、 地 域 金 融 機関 の 経営 ・ ガ バナ ンス の 改善 
> 暗号 資産 (仮想 通貨 ) へ の 対応 に 資す る 主要 論点 (コア ・ イ シュ ー) の 策定 


[金融 育 成 庁 」 と し て 、 人 金融 サー ビス の 多様 な 利用 者 ・ 受 益 者 の 視点 に 立つ た 
3+ 2 の 取組 み を 推進 し 、 人 oo 


+ 1. 世界 共通 の 課題 の 解決 へ の 貢献 
と 国際 的 な 当局 間 の ネッ トワ ー 
ク ・ 協 力 の 強化 


> 各国 間 の 規制 の 普 歯 へ の 対応 や 、 人 金融 技術 革 
新 を 踏ま えた 規制 の あり 方 の 検討 な ど 、 
G20 福 岡 で 提起 し た 課題 の フォ ロー アッ プ 

> 本 邦 金融 機関 の 海外 進出 支援 に 向け た 幅広 
い 国 と の 協力 強化 





1. 金融 デジ タラ イ ゼ ーション 戦略 の 推進 
重点 5 分 野 の 新た な 取組 み 
(1 ) デー タ 戦略 の 推進 
デー タ の 利 活 用 の 促進 等 の デー タ 戦 略 の 推進 (情報 銀行 の 活用 も 


画 平成 30 事 務 年 度 は 、 例 えば 以下 の 

取組 み に よ り 一 定 の 成果 

y FinTech Innovation Hub の 立ち 上 げ 
と 100 社 ヒア リン グ 等 に よる 情報 収集 

y FinTech サ ポー ト デ ス ク と FinTech 実 
証 実 験 ハブ に よる イノ ベー ショ ン の 
支援 

" 「 フ ィ ン テ ッ ク ・ サ ミッ ト 2018」「 ブ ロッ ク 
チェ ー ン ・ ラ ウン ド テ ー ブ ル 」 の 開催 
な ど 国 際 的 ネッ トワ ー ク の 強化 

" 金融 機関 に よる 情報 の 利 活用 に 係 
る 制度 整備 


画 デー タ の 利 活用 に よっ て 金融 の あり 方 
が 大 きく 変わ る 状況 に ある 中 、 海 外 で 
は 、 ビ ピッ グ デ ー タ の 利 活 用 等 を 通じ た 
デジ タラ イ ゼ ー シ ョ ン が 飛躍 的 に 進展 


デー タ 政 策 を 巡っ て 国際 的 な 議論 が 
活発 化 。 また 、 暗 号 資 産 に 関連 し た 
新た な 構想 も 出現 








含め た 、 金 融 機関 の 取組 み の 促進 等) 





(2 ) イノ ベー ショ ン に 向け た チャ レン ジ の 促進 


新た な 金融 サー ビス 創出 を 目指 す 多 様 な プレ ー ヤ ー を 後押し 
(FinTech Innovation Hub に よる 情報 収集 ・ 支 援 機能 の 強化 等 ) 
(3) 機能 別 ・ 横 断 的 法制 の 整備 


デジ タラ イ ゼ ー シ ョ ン に 伴う 金融 サー ビス の 変容 に 対応 する た め 、 
機能 ・ リ スク に 応じ た 金融 法制 を 整備 (「 決 済 」 分 野 の 横断 化 ・ 柔 構 
造 化 や 横断 的 な 金融 サー ビス 仲介 法制 の 実現 ) 


( 4 ) 金融 行政 ・ 金 融 イ ン フ ラ の 整備 

効率 的 な 行政 ・ デ ジ タ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の 基盤 を 整備 
(RegTech/SupTech エ コシ ステ ム の 具体 化 に 向け た 取組 み ) 
(5 ) グロ ー バ ル な 課題 へ の 対応 


サイ バー セキ ュ リ ティ へ の 対応 や ブロ ッ ク チ ェ ー ン 等 最新 技術 の 
動向 把握 な ど ( 分 散 型 金融 レス テム に つい て マル チ ス テー ク ホ ル 











ダー 型 ア プロ ー チ で 議論 する ガバ ナン ス フ ォ ー ラ ム (仮称 ) の 開催 、 
誕 号 資産 に 関連 し た 新た な 構想 の 出現 を 踏ま えた 対応 の 検討 等 ) 





2. 多様 な ニー ズ に 応じ た 金融 サー ビス の 向上 
(1) 最終 受 益 者 の 資産 形成 に 資す る 資金 の 好 循 環 の 実現 


家計 の 金融 ・ 情 報 リ テラ シー 販売 会 社 に よる 顧客 本 位 の 業務 運営 アセ ッ ト オ ー ナ ー の 機能 発揮 


還 社会 環境 の 変化 や 多様 な ライ フ ブ ラ ン ・ 
ニー ズ に 応じ た 金融 情報 リテラ シー を 得 ら 
れる 機会 を 幅広 い 関係 者 と 連携 し て 提供 本 顧客 本 位 の 業務 運営 に か か る 経営 理 


金融 商品 購入 時 の ペスト ・ ブ ラク ティ ス の a AA 還 アセ ッ ト オ ー ナ ー の 運用 態勢 の 充実 


提供 

還 デジ タル チャ ネル を 活用 し た 多角 的 アプ 
ロー チ 

画 NISA の 改革 (つみ た て NISA の 恒久 化 ) 


還 良質 な アド バイ ス が で きる 担い 手 の 充 還 スチ ュ ワ ー ド シッ プ 活 動 の 強化 


実 や 手数 料 体 系 の あり 方 の 議論 





最終 受益 者 で ある 家計 に 企業 価値 の 向上 と 収益 の 果実 が も た ら さ れる よう 、 
イン ベス トメ ント ・ チ ェ ー ン の 各 参 加 者 が 求め られ る 役割 を 果たし て いく こと が 必要 


コー ボレー ト ガ バナ ンス 改革 金融 ・ 資 本 市 場 の 機能 ・ 魅 力 向上 資産 運用 業 の 高度 化 


画 総合 取引 所 の 実現 
画 計 券 市 場 構造 の 見 直し 画 新 規 参 入 の 促進 


i 券 ’ | 
= 9 是 東京 国際 金融 セン ター の 推進 還 投資 運用 業者 の 運用 力 強 化 に 向け た 


画 証券 市 場 構造 の 見 直し に あわ せ た ガ バ 


ナン ス の あり 方 の 検討 画 社 債 市 場 の 活性 化 業務 運営 態勢 の 確立 


還 イ ン ベ ス トメント チェー ン の 参加 者 が 画 連 用 力 ・ 連 用 商品 の パフ ォ ー マ ンス の 
果たす べき 役割 に 関す る 調査 検討 「 見 える 化 」 
量 市 場 監視 機能 の 向上 


画 企業 開示 の 充実 





( 注 ) イ ン ベ ス トメ ント ・ チ ェ ー ン (投資 の 連鎖 ) と は 、 顧 客 ・ 受 益 者 か ら 投資 先 企業 へ 投資 が な され 、 そ の 価値 向上 に 伴う 配当 等 が 家計 に 本 元 さ れる 一 連 の 流れ を いう 。 3 


2. 多様 な ニー ズ に 応じ た 金融 サー ビス の 向上 


(2) 多様 な 金融 サー ビス 利用 者 の ニー ズ へ の 対応 と 信頼 感 ・ 安 心 感 の 確保 


( 1 ) 多様 な 金融 サー ビス 利用 者 の ニー ズ へ の 対応 


画 高齢 者 等 の 多様 な ニー ズ に 応じ た 金融 商品 ・ サ ービス や 顧客 対応 等 の 普及 ・ 促 進 
画 障がい 者 の 利便 性 向上 に 向け た 金融 機関 の 取組 み の 促 進 


画 金融 機関 に 対し 、 被 災 者 支援 に 必要 な 措置 の 要請 に 加え 、 自然 災害 被災 者 債務 整理 ガイ ドラ イン 
等 に 基づく きめ 細やか な 対応 や 平時 か ら の 対応 態勢 の 整備 を 促進 


画 振り 込め 詐欺 被害 な どの 特殊 詐欺 に よる 被害 の 未然 防止 策 の 更 な る 実施 等 を 促す と と も に 、 金融 
機関 に 対し 、 被害 者 救済 対応 の 状況 を 確認 


還 イン ター ネッ ト 取 引 等 の 利便 性 に 配慮 し つつ 、 新 手口 の 実態 を 踏ま えた 不正 送金 ・ 利 用 被害 へ の 対策 
画 外国 人 の 利便 性 向上 や 、 マ ネロ ン 、 違 法 業者 の 利用 等 の 防止 に 向け た 取組 み の 実施 


( 2 ) 利用 者 の 声 の 活用 、 コ ンプ ライ アン ス ・ リ スク 管理 の 向上 

コン プラ イア ンス ・ リ スク を 早期 に 特定 ・ 評 価 す る た め 、IT を 用 いて 、 苦 情 等 の 分 析 を 高度 化 さ せる と 
と も に 、 内 外 の 規制 ・ 経 済 情 勢 の 幅広 い 情 報 を 収集 ・ 分 析 

画 経営 陣 の 姿勢 、 内 部 統制 の 仕組 み 、 企 業 文化 等 の 着眼 点 を も と に 、 企業 価値 向上 に 向け た 金融 
機関 の コン プラ イア ンス ・ リ スク 管理 の 高度 化 に 係る 対話 を 実施 


(3) 暗号 資産 (仮想 通貨 ) へ の 対応 
号 資産 (仮想 通貨 ) に つい て は 、 資金 決済 法 等 改正 法 の 円 滑 な 実施 に 向け 、 モ ニタ リン グ 体 制 の 
半生 や 自 規 和 E の 早期 確立 


暗号 資産 を 巡る 新た な 動き を 踏ま えた フォ ワー ドル ッ キ ング な モニ タリ ング の 実施 及び 海外 当局 等 
と の 連携 を 強化 





後見 制度 支援 信託 等 の 累計 利用 数 








0 | 生後 見 制 
= 後見 制 





度 支 援 預 貯金 ーー UU 平 





度 支 援 信託 














15,000 
10,000 
2,000 3,405 
g8 638 前 凍 
0 == 
0 


(資料 ) 最 高裁 判 所 「 後 見 制度 支援 信託 等 の 利用 状況 等 に つい て 」 
より 、 金融 庁 作 成 


特殊 詐欺 交付 形態 別 認知 推移 


(件 ) 
6,000 






キャ ッシュ カー ド 
手 交 型 ( 注 ) 


現金 手 交 弄 
Ww 振込 弄 

電子 マネ ー 型 
現金 送付 型 


収納 代行 利用 型 


1 (年 ) 


( 注 ) 最 近 で は 、 警察 官 等 に な りす まし た 犯人 が 、 言葉 巧み に 被 

害 者 か ら キ ャ ッシュ カー ド を だ まし 取り 、 人 RRB 
「 キ ャ ッシュ カー ド 手 交 型 」 の 件 数 が 急 
(資料 ) 警察 庁 資料 より 、 金融 庁 作 成 





4 


3. 金 融 仲介 機能 の 十分 な 発揮 と 金融 ンス テム の 安定 の 確保 


我が国 に お いて は 、 低 金利 環境 の 下 、 金 融 機関 は 収益 面 で 厳し い 状況 。 加 えて 、 人 口 減 
少 に よる 国内 市 場 の 縮小 や デジ タラ イ ゼ ー シ ョ ン の 台頭 に よる 新た な 競争 も 進展 


こう し た 環境 に お いて 、 人 金融 仲介 機能 の 適切 な 発揮 と 金融 機関 の 健全 性 確保 の 両立 に 
向け て 、 的 確 な モニ タリ ング を 実施 する 必要 


地域 金融 機関 


足元 の 健全 性 は 確 介 され て いる も の の 、 コ ア 業 務 純 益 (投信 解約 損益 除く ) は 貸出 利 靖 
の 縮小 か ら 低下 傾向 で 推移 。 信用 コス ト の 増加 な ども 加わ り 、 当期 純 利益 も 低下 傾向 


特に 、 信 用 コス ト 率 は 、 極め て 低い 水準 で 推移 し て いる も の の 、2017 年 度 以降 は 上 昇 し て 
お り 、 今後 注視 し て いく 必要 


地域 金融 機関 が 目指 す サビ ジネス モデ ル と その 持続 可能 性 、 金 融 仲介 機能 の 発揮 等 
に つい て 、 財 務 局 と 一 体 と な り 対話 、 モ ニタ リン グ を 実施 
当局 は 、 確 固 た る 経営 理念 の 下 で の 戦略 ・ 計 画 の 実行 、PDCA の 実践 状況 等 に 
つい て 、 地 域 金 融 機関 の 各階 層 ( 経 営 トッ プ か ら 役 員 、 本 部 職員 、 支 店 長 、 営 業 
職員 ) 、 社 外 取締 役 と の 探究 型 対話 を 実施 。 対話 に 当たっ て は 、 心 理 的 安全 性 
(※) を 確保 する こと に 努め る 。 
y 将来 に わた る 収益 性 ・ 健 全 性 の 確保 の 観点 か ら 懸 念 の ある 地域 金融 機関 に 対し 、 
早期 警戒 制度 を 活用 


地域 金融 機関 の ビジ ネス モデ ル 確 立 の た め の 環 境 整 備 と し て 、 金 融 機関 の 業務 範 
囲 等 に か か る 規制 緩和 (地域 活性 化 の た め の 5% ル ー ル の 見 直し 等 ) や 、 地 域 金 融 
機関 の 経営 ・ ガ バナ ンス の 改善 に 資す る 主要 論点 (コア ・ イ シュ ー) の 策定 等 を 含む 
パッ ケー ジ 策 を 実施 


※ 心 理 的 安全 性 : 一 人 ひと り が 不安 を 感じ る こと な く 、 安 心して 発言 ・ 行 動 で きる 場 の 状態 や 雰囲気 





地域 銀行 の 決算 の 動向 








言 等 
ビー 投信 解約 損益 コア 業務 純益 (投信 解約 損益 除く ) 


ーー 当期 純 利益 


地域 銀行 の 信用 コス ト 率 の 推移 


60 (hp) 


ー ョ ー 信用 コス ト 率 (地域 銀行 ) 





0 
07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 


( 注 ) 信 用 コス ト 率 三信 用 コス ト 額 / 貸 出 金 残高 
(資料 ) 金融 店 


( 有 有 





E 度 ) 5 


十 1. 世界 共通 の 課題 の 解決 へ の 真 献 と 国際 的 な 当局 間 の ネッ トワ ー ク ・ 協 力 の 強化 


G20 福 岡 で 日 本 が 提起 し た 課題 今後 の フォ ロー アッ プ 


各国 間 の 規制 の 普 歯 や 重複 が 原因 と な っ て | 各国 間 の 規制 の 相互 承認 の 円 滑 化 や 、 
世界 の 金融 市 場 が 分 断 さ れる リス ク に 資本 や 流動 性 の 囲い 込み 抑制 に 向け 、 


つい て 問題 提起 対応 を 具体 化 


金融 技術 革新 が 進む 中 で の 、 規 制 の あり 方 | 当局 や 技術 者 を 含む 多様 な 関係 者 の 間 
を 展望 の 対話 (マル チ ス テー ク ホ ル ダ ー 型 アプ 
ロー チ ) を 試行 

首 号 資産 に つい て 、 各 国 の 関連 当局 | 暗号 資産 に 関連 し た 新た な 構想 の 

の 一 覧 や 当局 向け の 監督 手引 書 を 出現 を 踏ま えた 対応 を 検討 

取り まとめ 








金融 連携 セン ター の 研修 プロ グラ ム に 
招 聴 し た 研究 員 と 金融 庁 職 員 








画 日 中 金融 協力 や ミャンマー 支援 計画 等 に 加え 、 本 邦 金融 機関 の 海外 進出 に 関す る ニー 
ズ の 把握 ・ 支 援 を 充実 し 、 幅 広い 国 等 と の 協力 関係 を 構築 ・ 深 化 


画 中 長期 的 な 視点 に 立っ た 当局 間 交 流 の 強化 や 、 新 興国 に お ける 知 日 派 の 育成 に 向け て 、 
大 学 等 と も 連携 し 「 金 融 連携 セン ター(GLOPAC)」 の プロ グラ ム を 強化 








画 [気候 関連 財務 情報 開示 タス ク フ ォ ー ス (TCFD)」 の 提 


言 に 沿っ た 開示 に 自主 的 に 取り 組む 企業 を サボ ポー ト 





十 2. 金融 当局 ・ 金 融 行政 運営 の 改革 


利用 者 視点 に 立っ た 質 の 高い 金融 行政 を 実現 する た め に は 、 画 金融 機関 の 対話 を 重視 し た プリ ン シ プ ル ベ ー ス の 検査 ・ 監 督 
金融 庁 が 、 職 員 に と っ て や り が い を 感じ 、 自身 の 成長 を 実感 で の 定着 を 図る と と も に 、 そ の 質 ・ 深 度 を 更に 高め る 必要 
きる 職場 と な る 必要 
DD 

ラー - 対話 の 材料 と な る 分 野 ご と の | 対話 を 通じ て 把握 し た 金 
eA [考え方 と 進め 方 ※ の 公表 | の 取組 み 事 例 や 課題 の 公表 、 

え 」 
職員 の 自主 的 な 取組 み の 更 な る 推進 ※ コ ンプ ライ アン ス ・ リ スク 管理 、 健 全 性 政策 、ITT ガ バナ ンス 

、 ー 今後 、「 融 資 実 務 」 を 追加 予定 ) 

職場 の 課題 の 吸い 上 げ と 改善 の た め の 有 志 職 員 ( 公 募 ) i 

こ こ 向 けた 取 モニ タリ ング 方 針 に 基づい た 「 対 話 」 

ca . _ 実践 を 徹底 (PDCA サ イク ル の 定着 ) 

FSA ア カ デ ミ ア ( 職 員 の 自主 的 な 学び の 場 作 り の 支援) _- _ 

政策 オー プン ラボ (職員 の 自主 的 な 政策 提案 の 枠組 み ) 1 
職員 の 成長 支援 や 対話 力 向 上 の た め の 1on1 ミ ー テ ィング の 推 


進 新た な モニ タリ ング の 実践 


財務 局 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 向 上 ・ 連 携 を 強化 _ に - 
・ 金融 機関 ご と の 優先 課題 に 重点 を 置い た 、 対 話 重 視 型 の 継続 的 な モニ タ 
リン グ の 定着 
・ 実効 性 ある 対話 を 行う た め 、 心 理 的 安全 性 を 確保 する こと を 重視 
・ 社外 を 含む 幅広 い 役職 員 と 意見 交換 等 
・ 財務 局 と 一 体 と な っ た モニ タリ ング (意見 交換 の 充実 等 の 連携 強化 ) 


政策 オー プン ラボ の 様子 A ーー 
(第 1 回 ちい きん 会 (2019 年 3 月 ) ) が 6 に モニ タリ ング の 品質 管理 (第 三 者 に よる 外部 評価 等 ) 





